
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

千葉県には、子宮頸がんワクチン接種による副反応報

告が 54 件。うち市原の被害者は 4 名です（2014 年 8 月

現在）。重篤な後遺症に苦しむ少女たちは、大好きな学

校へも行けず、激しい痛みや脳炎・脳症などに苦しんで

います。娘を見守るしかないご家族の苦しみも想像を絶

します。国は積極的に接種を勧めることは一時中断しま

したが、まだ完全に止めたわけではありません。 

ワクチン被害は国に訴えても、審査が厳しく認定され

るケースはまだまだ少ないのが実態です。認定されなか

ったケースまで含めると被害者はさらに増えると思わ

れます。命を守るはずのワクチンで、子どもの未来を奪

ってはなりません。 

子宮頸がんワクチン以外のワクチン接種でも、その有

効性の適否など、課題はたくさんあります。私たちは今

後も、ワクチン問題に取り組んでいきます。 

 

全国子宮頸がんワクチン被害者連絡会 042-594-1337 

http://shikyuukeigan.fem.jp/ 

                                        

 

袖
ヶ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー 

虐
待
死
問
題
そ
の
後 

袖
ヶ
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
革

に
つ
い
て
、
８
月
に
第
三
者
検
証

委
員
会
か
ら
、
現
在
入
所
し
て
い

る
重
度
の
障
が
い
者
の
約
半
数
を

地
域
お
よ
び
施
設
に
移
行
さ
せ
る

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

ほ
か
の
施
設
に
移
行
す
る
こ
と

が
難
し
い
人
が
、
本
当
に
施
設
や

地
域
に
移
行
で
き
る
の
か
、
保
護

者
や
利
用
者
は
不
安
を
感
じ
て
い

ま
す
。
答
弁
で
は
「
地
域
移
行
は

平
成

29
年
度
ま
で
に
実
施
し
た

い
。
保
護
者
に
対
し
て
も
丁
寧
に

説
明
し
理
解
を
求
め
て
い
き
た

い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
不
安

は
残
り
ま
す
。 

職
員
体
制
の
拡
充
、
研
修
の
充

実
、
外
部
に
開
か
れ
た
施
設
に
な

る
た
め
の
方
策
は
ま
だ
見
え
ま
せ

ん
。
今
後
も
し
っ
か
り
注
視
し
て

い
き
ま
す
。 

 特
別
支
援
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス 

の
乗
車
時
間
を
短
く
し
て 

県
内
の
特
別
支
援
学
校
に
登
校

す
る
生
徒
の
中
に
は
、
片
道
１
時

間
半
以
上
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
っ

て
い
る
子
ど
も
が

46
名
い
ま
す

（
最
長
１
時
間
55
分
）
。
答
弁
で

は
、「
毎
年
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
や

増
車
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
が
、

利
用
者
が
多
く
通
学
区
域
が
広
い

学
校
で
は
、
時
間
短
縮
は
難
し
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
バ
ス
の
増
便

や
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
、
財

政
支
援
も
含
め
最
大
限
の
努
力
を

し
て
欲
し
い
、
と
強
く
要
望
し
ま

し
た
。 

 

精
神
医
療
の
あ
り
方 

精
神
科
病
院
の 

在
院
日
数
を
減
ら
そ
う 

人
は
だ
れ
で
も
心
を
病
み
、
時

に
は
入
院
治
療
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
場
合
に
も
早

期
に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
支

援
が
必
要
で
す
。
他
の
国
で
は
入

院
は
ほ
と
ん
ど
が
10
日
前
後
、
長

く
て
も

30
日
以
内
で
退
院
し
ま

す
。 し

か
し
日
本
で
は
、
精
神
科
病

院
に
お
け
る
平
均
在
院
日
数
は
、

２
９
２
日
（
千
葉
県
で
は
３
２
４

日
）
。
20
年
以
上
入
院
し
て
い
る

患
者
さ
ん
は
、
県
内
に
１
２
２
７

人
も
い
ま
す
。
入
院
の
長
期
化
は

人
権
問
題
で
す
。 

今
千
葉
県
で
一
番
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
退
院
後
の
日
中
活
動

の
場
で
す
。
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
そ
の
他
の
就
労
継
続
支
援
事

業
所
は
今
や
県
下
に
５
３
３
ヶ
所
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
７
４
４
ヶ
所

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
入
院
患
者

の
退
院
支
援
を
地
域
と
連
携
し
て

実
践
し
て
い
る
病
院
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
ん
な
活
動
を
支
援
し

ま
す
。 

薬
の
種
類
を
減
ら
そ
う 

日
本
の
精
神
疾
患
治
療
で
は
処

方
さ
れ
る
薬
の
種
類
が
多
く
、
そ

の
結
果
、
薬
害
で
さ
ら
に
病
態
が

悪
化
す
る
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま

す
。
精
神
疾
患
は
、
極
力
１
種
類

の
薬
で
治
療
す
る
の
が
世
界
の
常

識
だ
そ
う
で
す
。
日
本
で
も
、
薬

の
種
類
を
減
ら
そ
う
と
い
う
動
き

も
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

多
剤
併
用
解
消
は
精
神
科
医
療

の
改
革
に
つ
な
が
る
、
と
信
じ
て

議
会
で
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 

 

    

 

 
 

 

   
 

 

            

                     

9/26 県議会で会派の代表質問をしました。市原から大勢

の方が傍聴に来てくださいました。その後、皆さんと県議会

の感想など、県政への意見交換をしました。 

 

  

検索 

ブログで活動を報告しています 

子宮頸がんワクチン被害者連絡会 
２０１４ １０/３       千葉県支部発足 

山本友子  ９月県議会報告 

精
神
医
療
の
あ
り
方
や 

障
害
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た 

薬害は繰り返される 

県庁のスカイレストランにて傍聴にいらした方々と交流会 

 

内輪もめをしている陰で着々と…  シリーズ１８ 
ひとこまともこ 

うちわ 

でも見る事ができます 

とも   こ 
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